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   Preoperative determination of prostatic weight in patients with prostatic hyperplasia is important 
in determining the choice of the surgical technique used. Prostatic volume determination with CT 
scans, using the ellipsoid formula, appears to be quite accurate. 
    CT scanning of the prostate gland was performed in 34 patients with prostatic hyperplasia (2 
cases with cancer). All scans were performed with a Toshiba TCT-60A-30 scanner, and were made 
for 10 mm slices as follows. 
    From the CT image the maximum transverse diameter (a) sagittal diameter (b), and the maximum 
transverse area (S) were easily determined. The long axis was calculated from the bladder neck to 
the distal edge of the vermontanum by urethroscopy (Fig. 1). 
    A rough calculation was given by formula V1 or Vz. 
Vi=rr abc/6 or Vz=2/3 Sc 
    Calculated volumes of the prostate were compared with the weight of surgical specimens (TUR-P 
27 cases, open surgery 7 cases). 
    A good correlation was obtained by this method, i.e., regression equation 
Vi: y=1.21x+9.68 (7=0.9376) 
Vz: y=1.31x+10.58 (r=0.9471) 
    This method is considered valuable for preoperative measurement of prostatic size, and is useful 
when evaluating changes in prostatic volume during non-surgical treatment.


























対 象 と 方 法
198年1月 よ り同年12月ま で の1年 間 に 市 立 小樽 病
院 泌 尿 器 科 で 施 行 した 前 立 腺 肥大 症 の手 術 はTUR-P
42fiJ,恥骨 上 式 前立 腺 別 除 術6例,恥 骨 後 式 前 立 腺 別
除 術2例 の 計50例で,年 齢 は58歳か ら85歳,平均71.0
歳 で こ の うち34例(58歳～85歳,平 均70.3歳)を対 象
に,術 前1～2週 に 前 立 腺CTscanを 施 行 した.機
種 は 東芝TCT-60A-30を使 用 した.
方法 は,カ テー テ ル を 用 い て 膀胱 内に 生 食100ml
+76%ウ ロ グラ フ 、 ン3mlを 注 入 し,膀 胱 頸 部 よ り
ス ライ ス 巾iOmmで 下 方 にscanし,最 大断 面 積 を
ワえ る画 像 を 得 た 後,そ の 左 右 径(a),前 後 径(b),
お よび断 面 積(s)を 計 測 した.さ らに,前 立 腺 の上
下 径 と しては,尿 道 鏡(Storz社panendoscope)を
川 い,膀 胱 頸 部 よ り切除 予 定 の精 阜遠 位 端 まで の長 さ
¢)を 計 測 して これ を 用 いた(Fig.1).また,こ の
(6)と,従 来 よ り前 、フ1腺肥 大 症 の 診 断 に 川 い ら れ て
い る;L行性 尿 道 造 影 で 得 られ た膀 胱 頸 部 よ り精 阜遠 位
端 ま て の長 さ(〆)と を 比較 検 討Lた.な お,逆 行性
尿 道造 影 は,45ワ斜f-cこ.1=るLanger-Wittkowskyの
体 位 で お こ な った.
1'/.上の(Q),(b),(の,(S)の計 測 値 を も と に 仮
想 楕 「9球体 積 をV,=πaGc/6また はVz=2/3Scと し
て 求 め,こ の 値 と手術(TUR-Pま た は 摘 出)時 の
Ili泣腺 重吊:(Lスードllililつ腺 可!:4Lと田各)と の 相 関 を 求 め
結 果
34例の前 立 腺 重 量 は49～819,平 均27,29で 仮 想
体 積 σノ1)との相 関 は(Fig.2)の ごと くで,回 帰 方
程 式 はy=1.28.Y+7.41(相関 係 数0.9292)とな り高 い
相 関 を示 した.ま た(S)を 用 い た 仮 想 体積(γ2)と
の相 関 を み た の が(Fig,3)で,回 帰 方 程 式y=1,35x
+9,21(相関 係 数0.9286)と高 い相 関 を示 し た.
これ を,計 測 手技 の安 定 した1984年8月以 降 の20例
に 限 っ てみ る と,(V,)との 相 関 で(Fig.4)のご と く,
ノ=1.21x+9.68(相関 係 数0.9376)ある い は(v:)と
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仮 想体 積(レz1)と前立 腺 重 量(n=20)
(●opcnsurgery,OTUR-P)
Fig.6.前立 腺 の 上 下 径C(尿 道 鏡 に よ る計 測)
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Fig.5.仮想 体 積(Vp)と 前立 腺 重 量(n=20)
(●opensurgery,OTUR-P)
数0.9471)とよ り高 い相 関 が 得 られ た.よ っ てわ れ わ
れ は,こ れ らの 回帰 方 程 式 を も とに,前 立 腺 重 量 の推
定 式を 算 出 した.す なわ ち,計 測値(a),(b),(のを
用 い たW,=4.3abcx10-4-8.0,ある い は計 測 値(C),
(S)を用 いた1・γ,=5.1Sc×0-4-8.1(単位,9,mm,
mm2)を 得 た.
つい で,前 立腺 の 上下 径 と して尿 道 造影 の 計 測か ら
得 られ た(〆)と(の を比 較 した のが(Fig.6)であ り,
y‐o.ssX+s.26(相関 係 数Y=0.8624)とな り(〆)を
用 い た場 合 も,か な りよ く前 立 腺 重 量 を推 定 し得 る も
の と思わ れ た.
以上 の成 績 を も とに,わ れ わ れ は最 近 の症 例 に つ い




排 尿 困 難 を主 訴 と して 来 院.前 立 腺 は 触 診 上 鶏卵 大
に 腫 大.前 立 腺CT計 測f直,(S)=2041mm-,後部 尿
道 長(C)=55mm.WZに 基 づ く前 立 腺 推定IEIr}:49・15
g.1985年2月13日,恥 骨 後 式前 立 腺 別 除 術 に よ って
44gの 前 立腺(肥 大 症)を 別 出 した.
症 例H
杉 ○ 留○,81歳,男(Fig.8)
残 尿 感 を主 訴 と して来 院.前 立 腺 は 触診 上 くるみ 大
に 触 知.前 立 腺CT計 測 値.(S)=19.49mm2,後部
尿 道 長(c)=35mm.Wzに 基 づ く 前 立腺 重量19.49
9.1985年4月4日,TUR-Pを 施 行 し179の 前 立 腺
(肥大 症)を 切 除 した.
わ れ わ れ は,以 上 の 前 立腺 肥大 症 の手 術 症 例に お け
る本 推 定 式 の 信 頼性 か ら,前 立 腺 肥 大 症 患 者 の 保 存療
法 前 後 に おけ る前 立 腺 重 量 の推 移 を検 討 す るた め 本 推
定 式 を用 いた.
症 例HI
岡○ 勝,83歳,男(Fig.9)
排 尿 困 難 を主 訴 と し て来 院 前 立 腺 は 触 診 上 小 くる
み 大に 触 知.残 尿50ml.検 査所 見BUN29・8mg/
dL,Cr2.1mg/dL,IVPにて 左 腎に の う腫 を 合 併 ・
前 立 腺CT計 測 値(S)=857mmz,後 部 尿道 長(〆)
=50mm.Wzに 基 づ く前 立 腺 重 量13.75g.尿道 カ テ
ー テル 留 置に よ り腎 機 能 の 改 善 を ま って,TUR-Pを
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Fig.7.症例1の 前 立腺CT
Fig.8.症例Hの 前 立 腺CT
お こな うま で の間gestonoronccaproate(Depostat)
を週1回200mg筋 注,12週連 続投 与 に よる保 存 療 法
を 開 始 した,投 与 開 始 後2ヵ 月 で カ テー テ ル抜 去,以
後 自排 尿 と し た.投 与終 了後 の 前 立 腺CT計 測 値
(S)=789mm2,後部 尿 道 長(〆)=45mm.WZに
基 づ く前 立腺 重 量10.01gと計 測 上zs%の減 少 が み ら
れ た,な お,排 尿困 難 は 改 善 し,BUN,Crも 正 常 化
した.残 尿 も10ml程 度 と減 少 した ため,TUR-P















を経直腸的超 蹄波断層法 よ り検討 して,前 立腺 の
Ech・上大きな症例ほど触診上小さく判定 されるもの
が 多いと述べている.





































この点 に 着 目し て,前 立腺 肥 大症 患 老 に 従 来 お こな っ
て きた触 診 所 見,尿 道 造影 検 査,尿 道 鏡 に よる 後 部 尿
道 長 の 計 測に 加 え,昨 年 よ り前 後 腺CTscanを と
り入れ,お の お の の 計 測値 を もとに 前 立腺 の 体積 を推
定 式 に よ り計 測 し て 手 術 時 の 前 立 腺 重 量 と比較 検 討
し,よ く相 関 す る こ とを確 か め た.
CTscanを 用 い て 前 立腺 の 大 きさ を検 討 した 報 告
と して欧 米 では,Sukovら 〔)(1977)にみ られ,超 音
波 断層 法 との 比 較か ら,後 者 は よ り詳 細 な情 報 を もた
らすが,前 立 腺 の体 積 の判 定 に 関 して はCTで 充 分
であ る と 述 べ て い る.ま た,VanEngelshoven&
Kracl9)(1979)は異 った 年 齢 層 の 前 立腺 の発 育状 況
をCTscanの 各計 測 値 よ り比 較 検 討 して本 法 は 有 力
な 方法 であ る と述 べ て い る.さ らに,Ohlsenら10)
q982)は,32例の 前 立腺 肥 大 症 の 手 術 症 例(TUR-P
2例を 含 む)に お い て 手 術 時 の 前 立 腺重 量 と,術 前
CTscanを 川 い た 前 立 腺 予 想 体 積 が 高 い 相 関(相 関

















推定亜量を算出した,こ こで,実 際の計測上,個 々の
症例における前立腺の発育の状態,と くに精丘附近に
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お け る腫瘍 の発 育 と上 下 径(c)値 の と りか た な ど問題
もあ る が,あ く迄 も概 算 式に よ る臨 床 上 の 目やす と し
て 簡単 に 計 測 され る方 法に 重 点 を お い て 検 討 した。 結
果 的 に は(Fig.2,3)のご と く,前 立腺 の仮 想 体 積 と
手術 に よ る前 立腺 重 量 の間 に 高 い 相 関が 得 られ ,と く
に 手 技 の安 定 した 後半 の20例で は 回帰 方 程 式 ノ=L3取
十10・58(r=9.471)ときわ め て 高 い相 関 を示 した .わ
れ わ れ は これ を も と にW,=4.3abc×10-L8.0ある
い はW2=5.1Sc×10-L8.i(単位,g,mm,mm2)
の 式 よ り前 立 腺 の 重量 を推 定 す る こ とが で き当 初 の 目
的 を達 成 す る こ とが で きた.ま た,尿 道 鏡 に よ る後 部
尿道 の長 さ(の の計 測 が,尿 道 造 影上 の(〆)と よ く
相 関 す る こ とか ら,後 者 の 値 も前 立腺 重 量 の 推 定に 利
用 で き る こ とを確 認 した,
結 論
前 立 腺CTscanと 尿道 鏡 を併 用 し,お のお の の 計
測 値 を も と に,仮 想 楕 円球 体 積Vi=wabc;6また は
VZ=2/3Scで得 られ た 前 立腺 仮 想 体 積 と手 術(TUR-
P,opensurgery)で得 られ た 前立 腺 重 量 とを 比 較 し
以下 の結 論 を 得 た.
34症例 に つ い て,術 前 の 前立 腺CT計 測 で,計 測
値4,δ,・,を 用 い た 場 合,回 帰方 程 式 ,γ=1.28x+
7・41(γ=0.9292),S,cを 用 い た 場 合v=1.35x十9.21
(y=0.9286)と両 者 は い ずれ も よ く相 関 す る.
また,手 技 の安 定 した 後半 の20例に つ い てみ る と同
様 に ノ=1・21κ十9.68(r=o.9376),また はy=i.siん
十10.58(=0.9471)とさ らに相 関 が 高 ま り,こ の 回
帰 方程 式 を も とに 前 立 腺 重 量 を 推 定 す る とW1=4.3
abc×10_a-8・0ある い はWZ=5 .ISc×10-°-8.1(f'一
位,g.mm,mm')の 推 定 式 を 得 た.わ れ わ れ は,本
推 定 式 が 前 立腺 肥大 症 の 手 術症 例に お け る前 立 腺 予想
重 量の 推 定に 利 用 で き うるのみ な らず,保 存療 法 の 効
果 判 定に も利 用 可 能 で あ り,臨fk上 簡 便,有 用 な方 法
と思 われ る の で報 告 した.
本文の要旨は,第275回日本泌尿器科 学会北海道地方会に
おいて発表 した.最 後に,本 研究に御協 力いただいた,当 院
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